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スト教の始めは使徒言行録 1 章にあるように 120 人ほどである。4 章では 4 千人となっている。3
世紀半ばでは，ほんの一握りに過ぎないことをオリゲネスは述べている。だが，西暦 300 年頃には






































































































































































　先に上げたスター クは，キリスト教徒の拡大率は，10 年間に 40%であると推定する。1 世紀末








　1900 年には全キリスト教徒の 49.9%がヨーロッパに住んでいたが，1985 年には 27.7%になって



































































































































































に至るまで，それも十字架の死に至るまで従順でした。」（フィリピへの手紙 2 章 6-8 節）
　「あなたがたの間で偉くなりたいと思う者は皆に＜仕える者＞（ディアコノス）になり，いちばん上に


























































































































































































































































































































　　　　　1956 年　　公立 51.8%　　民間 48.2%
　　　　　1964 年　　公立 59.2%　　民間 40.8%











































































































































































































































地区センター を設置とした。1987 年のことである。その後，約 30 年にわたって路上生活者支援に
取り組んできた。この取組の先頭に立つ人たちが，社会派と呼ばれる人たちである。キリスト教会





































































　桜本教会では 26 年間の路上生活者と生きる取組で，46 人が洗礼を受け教会員になった。寿
の洗礼者は皆無である。この違いは一目瞭然である。桜本教会は路上生活者を宣教の対象で
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